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思
い
や
り
と
寛
容
で
、

　
　
　
　
多
様
な
社
会
を

中核市移行
10周年

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
あ
ふ
れ
る
、

　
　
那
覇
の
ま
ち
を
目
指
し
て
。

　
本
市
が
中
核
市
に
移
行
し
て
か
ら
、今
年
で

10
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
中
核
市
に
な
り
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、那
覇

市
保
健
所
の
設
置
で
す
。保
健
所
が
で
き
た
こ

と
で
、市
役
所
が
よ
り
市
民
に
身
近
な
存
在
と

な
り
、地
域
保
健
行
政
の
充
実
を
図
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。特
に
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
、保

健
所
が
感
染
対
策
の
中
枢
と
し
て
、柔
軟
か
つ

臨
機
応
変
な
対
応
を
、そ
し
て
時
に
は
、大
き
な

決
断
を
下
し
な
が
ら
、市
民
の
安
全
・安
心
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
子
育
て
環
境
の
充

実
、美
し
い
景
観
形
成
と
い
っ
た
様
々
な
面
で

も
、那
覇
市
ら
し
さ
を
生
み
出
し
て
き
た
こ
と

も
、中
核
市
移
行
の
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
と

思
って
お
り
ま
す
。

　
中
核
市
移
行
10
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
、改
め
て
中
核
市
と
し
て
の
誇
り
と
自
覚
を

持
つ
と
と
も
に
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
よ
る
支
え
あ
い
の
仕
組
み
づ
く
り
や
、ひ
と

の
移
動
に
や
さ
し
い
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
の
検
討
な
ど

時
代
の
変
化
に
応
じ
た
様
々
な
取
り
組
み
を
推

し
進
め
、今
後
も
沖
縄
県
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、こ
れ
か
ら
の
時
代
に
選
ば
れ
、県
都

に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
自
治
体
で
あ
り
続
け

ら
れ
る
よ
う
、思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
寛
容
性
と
多

様
性
の
社
会
包
摂
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、那

覇
市
の
未
来
が
光
輝
く
も
の
に
な
る
よ
う
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、「
未
来
を
拓
く
、な
は
☆
ひ
と

づ
く
り
、ま
ち
づ
く
り
、ゆ
め
づ
く
り
」を
胸
に
、

こ
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、全
力

で
市
政
運
営
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ゆ
た
さ
る
ぐ
と
ぅ
　
う
に

げ
ー
さ
び
ら
。い
っ
ぺ
ー
　

に
ふ
ぇ
ー
で
ー
び
る
。

げ
ー
さ
び
ら
。い
っ
ぺ
ー
　

げ
ー
さ
び
ら
。い
っ
ぺ
ー
　

げ
ー
さ
び
ら
。い
っ
ぺ
ー
　

げ
ー
さ
び
ら
。い
っ
ぺ
ー
　

げ
ー
さ
び
ら
。い
っ
ぺ
ー
　

に
ふ
ぇ
ー
で
ー
び
る
。

に
ふ
ぇ
ー
で
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び
る
。

に
ふ
ぇ
ー
で
ー
び
る
。

に
ふ
ぇ
ー
で
ー
び
る
。
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家庭ごみ排出量
前年同月比
10月／1世帯あたり

1日0.855㎏

那覇市ごみ分別・
減量キャラクター
ナハゾウくん

那覇市の人口と世帯
※（　）内はうち外国人
2023（令和5）年10月末現在

総人口 315,579人（6,573人）

世帯数 159,503世帯（4,610世帯）
男 152,760人（3,378人） 女 162,819人（3,195人）

住民基本台帳人口の内訳（外国人）
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「広報なは市民の友」への広告を募集中。問い合わせ先 (株) ウィット ☎072-668-3275
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中
核
市
移
行
10
周
年

突然ですが、みなさん
那覇市が中核市である
ことをご存知ですか？
平成25年4月に中核市
へ移行し、今年で10年
になります。

中核市とは、国から指定
を受けた人口20万人以上
の市のことを指します。
現在は、全国で62市の
中核市があります。

　県と市で分担していた事務を市に一元化することで、市民へより迅
速な行政サービスを提供することが可能となりました。

（例えば）
母子父子寡婦福祉資金の申請から貸付ま
での期間

県が行っていた事務の一部
が市へ移ることにより、より
スピーディーかつ住民に身近
なところで行政サービスを行
えるようになりました。

①

②

③

④

⑤⑥

福祉分野環境分野
手続きが

スピーディーに

　景観施策を実施する上で、きめ細やかな景観行政
の運営が図られるようになりました。また、市民や屋
外広告業者向けに屋外広告物条例の内容や許可申
請事務手続き等について、わかりやすく解説したガ
イドラインを作成し、市ＨＰ上で事例等を例示する
ことで、市民サービスの向上を図っています。

都市計画分野

地域の特性にあった景観づくり

　飼い犬が迷子になった場合など、市が収容・保護
等を行えるようになりました。
　その際、ホームページ上で情報を掲載し、飼い主
に早く返還できるよう努めています。また、犬や猫
に関する相談等に対し、現場確認を行い、適正飼養
等の普及啓発を推進することで、人と動物が共生
できる環境づくりを図っています。

移行前
平成24年 131件

令和2年より3年間、
殺処分ゼロを達成中

細かな対応・指導で、住みよいまちを

子育て分野
　認可外保育施設に入所しているこどもたちが、健やか
でのびのびと発育できる環境を整えるための支援事業
のほか、施設への立入調査を定期的に実施できるように
なりました。
　直接訪問することで実態を把握でき、細部にわたる適
正な指導・改善に向けた助言などが行え、保育サービス
の向上を図っています。

　保育園及び分園等の設置・認可が、市の権限でできる
ようになり、きめ細やかな対応が可能となりました。

平成25年
平成26年
平成27年

1件
4件
12件

細やかな指導でこどもたちの
発育・安全を確保

誰もが安心して子育てできる
環境づくりを

2週間
短縮

移行前　約２か月
⬇

移行後　約１か月半

特集

認可・認定件数（※認定こども園への移行件数等含む）

犬の殺処分数

平成28年
平成29年
平成30年

令和元年
令和2年
令和4年

32件
16件
10件

6件
6件
5件

そもそも、
「中核市」
ってなあに？

中核市移行後、
具体的にどのように市民
サービスが向上したのか、
それぞれ分野の一部を
紹介するとともに、
中核市になるまでの
歩みを振り返ります。

中核市に
なったことで
何がかわったの？
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こころの健康の保持増進と早期発見のために
体もこころも共に健康で、地域で自分らしく生活できるよう、健康に関する普及啓発や専門相談、またその支援

体制構築のために地域の医療機関や事業所等と連携を図っています。
　こころの不調や不眠、気分の落ち込み、ひきこもりやお酒の問題などの相談窓口として、『こころの健康』の相談を
行っており、令和4年度は、コロナ禍などの影響により、延べ5,864件の相談がありました。また、令和元年に策定さ
れた『自殺対策計画』に基づき、悩んでいる人に寄り添い温かく見守る「命の門番」であるゲートキーパーを養成して
います。誰もが安心して暮らすことができるよう、若い世代からのこころの健康づくりについても取り組んでいます。

平成18年6月
地方自治法の改正（中核市面積要件の廃止）
により、市において、中核市の要件を満たす

平成22年4月
市長から県知事に対し、中核市への円滑な移
行に係る協力を要請

平成22年5月
県及び市において、中核市移行県・市連絡会
議の設置

平成22年5月～平成23年3月
・市での中核市移行推進本部会議を実施
・県及び市での連絡会議を実施

平成23年8月
「中核市移行に向けての講演会」を開催

平成23年11月～平成24年3月
・市での中核市移行推進本部会議を実施
・県及び市での連絡会議を実施

平成24年4月
県知事へ中核市指定申出の同意について申
入れ

平成24年7月
県において、市へ中核市指定申出について同意

平成24年8月
総務大臣へ中核
市指定の申出

平成24年10月
中核市の指定の閣議決定、政令公布

平成25年2月
中核市「那覇市」誕生記念フォーラム開催

平成25年4月
中核市へ移行、那覇市保健所設置

医事・薬事に関する審査・許可等
　医師等の医療従事者資格届出
や、病院・診療所・薬局・ドラッグス
トア・鍼灸などの施術所を開設する
際の審査・許可等、市保健所での
手続きが可能となり、市民の利便
性が向上しました。

歯科口腔保健支援センターの設置
生涯お口からおいしく食べることができることを目標に、歯をなくさないためのむし歯

や歯周病予防、乳児の食べる機能の発達の支援や食べる力を保つための高齢者の口腔機
能の維持向上といった口腔に関する様々な悩み・問題についてサポートします。

コロナ禍における組織の横断的な対応
　情報を一元管理することで市内の感染状況を的確に把握でき、調
査やその後の作業を円滑に行うことができました。また、多いときに
は1日1,200人以上の新規感染者が出ることもありましたが、他部署
から応援職員を派遣する等、全庁体制で新型コロナウイルス感染症
対策に取り組むことができました。

　保健所は例えるなら陰の立役者だと思います。例えば、感染症を発生させないように、または拡大
しないように策を講じるのが保健所の役割の一つです。日常生活の中で実感することは少ないとは
思いますが、人々が健康に過ごせるよう陰ながら頑張っているとイメージすると分かりやすいかも
しれません。
　コロナ禍においては、職員や関係機関を始め多くの方々の協力のおかげで、なんとか乗り切ること
ができました。一方で、様々な課題も見えてきました。今回の経験を踏まえ、平時はもちろん緊急時
にも市民の健康を守れるよう、今後も組織体制の強化や人材育成に取り組んでいきたいと思います。

食品衛生に関する許可および指導
飲食店などの食品関係施設の

営業許可等を行うほか、食中毒と
いった衛生上の問題が生じた際の
指導などを市が行うことにより、事
業者や市民への対応が迅速化さ
れました。

生活衛生に関する許可等・指導
　旅館・公衆浴場・理容美容所な
どの営業許可等を市が行うこと
で、迅速な指導が可能になり、衛生
的環境の確保につながっています。

那覇市が中核市になるまでの歩み

保健所の設置により、市民により近く、きめ細やかで迅速な対応ができるように

申請件数：137件(令和4年度) 申請件数：1,877件(令和4年度) 申請件数：193件(令和4年度)

保健・衛生分野

保健所所長メッセージ
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HOTEL

お口の健康を
一緒に

守りましょう！

那覇市保健所内の新型コロナ現地対策本部


